
 

 

 

 

 
 

平成２９年度事業報告 

 

 

[Ⅰ] 歴博等の調査研究活動等への援助 

 

歴博への委任経理金     １００万円 

 

 

[Ⅱ] 歴史民俗関係の図書等の発行・頒布 

１．歴博企画展図録等の発行・頒布 

（１）デジタルで楽しむ歴史資料          作成部数 １５００冊 

   平成２９年３月６日～５月７日             販売数   ４３４冊            

  

（２）ＵＲＵＳＨＩふしぎ物語‐人と漆の１２０００年史 

平成２９年７月１１日～９月３日        作成部数 ２０００冊 

                       販売数   売切れ 

  

（３）「１９６８年」－無数の問いの噴出の時代－ 

平成２９年１０月１１日～１２月１０日      作成部数  ３３００冊 

販売数    売切れ 

         

（４）世界の眼でみる古墳文化 

平成３０年３月６日～５月６日          作成部数 ２０００冊                

販売数    ５５２冊 

平成 30年 3月 31日まで 

 

２．歴史系総合誌「歴博」の発行・頒布（隔月発行・年６回） 

２０２号～２０６号                  各１０００冊 

 

３．国立歴史民俗博物館研究報告の発行・頒布 

第２０７集 ２００冊 



 

 

 

 

 
 

第２０８集                      ２００冊                 

第２０９集                      １００冊 

第２１０集                      ２００冊 

第２１１集                        ２００冊 

                       

［Ⅲ] ミュージアムショップの事業 

 

１．商品の仕入・販売 

２．販売するグッズ等の開発及び販売促進等 

３．全国の歴史系博物館図録等の販売  （受託 １１４館  ８９８ 種類） 

                      （委託   ２４館  １１０ 種類） 

                    （書店  ３店 ） 

                     

 

［Ⅳ］友の会事業の実施 

１．「友の会ニュース」の編集・発行・配付（隔月） 

（維持会員・普通会員には、歴史系総合誌『歴博』を同封） 

 

２．館長特別講演会 

「『周縁的身分の人々』から江戸時代を考える」 

平成３０年２月３日（土） 参加者：３０４名 

講師：久留島 浩 館長 

※講演終了後、館内レストランに於いて館長を囲む懇親会開催 

 

３．友の会講座 

（１）古文書講座 A コース 講師：山本 光正  元教授  

前期：計１０回 ６６名参加  後期：計１０回 ５５名参加 

 



 

 

 

 

 
 

（２）古文書講座 B コース 講師：山本 光正 元教授 

前期：計１０回 ４７名参加  後期：計１０回 ４４名参加 

（３）古文書講座入門コース 講師：山本 光正 元教授 

     前期：計１０回 ３１名参加  後期：計１０回 ２９名参加 

（４）情報資料学講座（計３回・参加者１７１名） 

第１回 ７月６日「デンプンから探る先史時代の植物食文化」 

講師：渋谷 綾子 准教授（研究部） 

第２回 ８月１６日「漆をめぐる交流史」 

講師：日高 薫 教授（情報資料研究系） 

第３回 ９月２８日「ベルツが集めた日本の染織品」         

講師：澤田 和人 准教授（情報資料研究系） 

（５）歴史学講座（計３回・参加者：２１５名） 

第１回 ４月２１日「モノと身体から見る近代教育」 

講師：樋浦 郷子准教授（歴史研究系） 

第２回 ５月１０日「幕末日米条約の立役者ハリスの人物像」    

講師：福岡 万里子 准教授（歴史研究系） 

第３回 ６月３０日「<国境の島>対馬の中世」 

講師：荒木 和憲 准教授（研究部） 

（６）考古学講座（計３回・参加者：２５５名） 

       第１回 １０月６日「古墳時代の東アジア」  

           講師：上野 祥史 准教授（考古研究系） 

        第２回 １１月２９日「古墳の世界観を復元する」  

講師：松木 武彦 教授（考古研究系） 

第３回 １２月１４日「朝鮮半島の前方後円墳」    



 

 

 

 

 
 

講師：高田 貫太 准教授（考古研究系） 

   （７）民俗学講座（計３回・参加者：１９３名） 

       第１回 １月１１日「結婚式の近代化」  

      講師：山田 慎也 准教授（民俗研究系） 

        第２回 ２月２１日「日本の海辺で韓国を、韓国の海辺で日本を考える 

－海の文化の日韓比較をめざして」」  

      講師：松田 睦彦 准教授（民俗研究系） 

第３回 ３月２日「映像民俗学の可能性と課題－撮影と編集の現場から」 

      講師：川村 清志 准教授（民俗研究系） 

 

４．会員による会員のための見学会 

（１）４月６日  小櫃川中流域の歴史を訪ねる ２回目（日帰りバス） 

 （２）５月２８日 日本堤辺りの歴史を訪ねる 

   （３）７月２０日～２１日 足利荘、古墳と絹産業の上野国を行く（１泊バス） 

   （４）９月１５日  金沢文庫・称名寺から金沢八景へ 

   （５）１０月２０日 安房国に里見氏の史跡を訪ねる（日帰りバス） 

   （６）１月１４日  博物館初詣（松戸市立博物館から小金宿を歩く） 

   （７）３月１１日  江戸上水の源流と文学者たちの足跡をたどる 

 

５．歴史の旅  

      「西石見 中世の旅」（益田荘域における益田氏等の権益、覇権をめぐ

る攻防の史跡〈益田市・萩市・津和野町〉） 

１１月１５日～１７日 参加者：１７名 

講師：田中 大喜 准教授（歴史研究系） 

 



 

 

 

 

 
 

６．歴博映画の会 

第３０回 ６月３日（土）「沖縄の成巫儀礼－イザイホウ－」 

解説：内田 順子 准教授（民俗研究系）参加者：１７２名 

第３１回 １１月１８日（土）「ドキュメンタリーフィルムで見る三里塚２」 

解説：相川 陽一 准教授（長野大学）参加者：１６１名 

第３２回 ２月１０日（土）「山村集落における伝統的な植物利用」 

解説：青木 隆浩 准教授（民俗研究系）参加者：１５０名 

   ※国立歴史民俗博物館主催・国立歴史民俗博物館友の会協力事業 

 

７．自主学習会 

（１）近現代史読書会 

        月１回  計１２回  会員 ２１名 

    （２）近世史読書会 

        月１回  計１２回  会員 １８名 

    （３）古代の東国探訪学習会 

        月１回  計１２回  会員 ３５名 

    （４）古文書学習会  

月１回  計１２回  会員 ２３名 

    （５）旅と街道学習会  

        月１回  計１２回  会員 ２７名 

（６）日本の民俗を訪ねる学習会 

        月１回  計１２回  会員 １８名 

    （７）総合展示物学習会 

      月１回   計１２回  会員 ３０名 

   （８）日本の原始・古代を考える 

      月１回   計１２回  会員 ２５名 

 

８．観桜茶会 ４月７日（佐倉市茶の湯の会）  １９８名 

 

９．新会員向けオリエンテーション ３回実施 


